
 

 

始める力 

このところ「悩める受験生」を抱えていらっしゃ

る親御さんのご相談を受けることが増えています。 

クリニックにいらっしゃる中高生の患者さんは繊

細なお子さんが多いのですが、受験期になるとや

はり症状が強まることがあります。そして、ご本

人以上に親御さんの方が不安になられて私のとこ

ろに尋ねていらっしゃるのです。 

「どうしても試験会場に向かえない」受験生たち

の苦しみに触れていると、「どうしても職場に復帰

できない」で苦しんでいる休職中の人たちとのカ

ウンセリングが、私の中で重なる瞬間があります。

親子の問題、仕事に就くということ、生活を充実

させるということ・・・さまざまな立場の人生の

場面が見えないところでつながりあっているよう

に感じてしまうのです。 

中高生のお子さんたちは、だいたい、お腹や頭が

痛いとか、学校に行くと気持ちが悪いなどの主訴

で診察を受け、医師の判断と紹介で私のところに

いらっしゃいます。長い時間をかけてお話してみ

ると、多くのお子さんは社会に出ることに強い不

安を感じていることがわかります。 

 

 「毎日、朝早くから夜遅くまで働いているお父

さん」や、「子どものために自分のことを後回しに

しているお母さん」たちを見ていたら、「大人にな

ることが怖くなった」というお子さんもいます。

親御さんが長い間「うつ」で休職されていた姿を

心配しながら見てきたというお子さんにも時々出

会います。 

子ども達の目に映る大人の世界は、明るい将来ば

かりではないのだと思い知らされることがありま

す。 

大人たちに面接室に連れてこられて、ずっと黙り

込んでいるお子さんたちでも、「遊び」の話しにな

ると途端に饒舌になることがあります。 

アニメや漫画、ゲームの世界、インターネットで

つながっている人間関係に没頭していることで、

目の前のつらい現実や、将来の不安からひと時で

も逃避したい気持ちもわからなくはありません。 

一生懸命に自分の「世界」を語ってくれるお子さ

んの傍らで私は、もしかしたら、現実生活で忙し

くしている我々大人たちに対して、子どもたちは、

自分の逃げ込んでいる「癒しの場」を紹介してく

れようとしているのではないかと思うこともあり

ます。 

子どもには大人にはない力をたくさん感じます。  

近頃の子どもたちは、私の頃とは比べ物にならな

いくらい多くの情報に触れています。“PC”や“スマ

ホ”などを駆使して、私の知らない世界を次々と教

えてくれます。新しいツールにも素早く馴染み、

使いこなしてしまうのは子どものすごさですが、

特に「遊び」に向かうときのエネルギーは目を見

張るものがあります。私のような疲れた大人でも

子どもたちの世界で遊ばせてもらうと元気になっ

たりします。 

しかし、いつもいつも、いつまでも遊んでばかり

はいられません。大人は子どもに遊び以外の「や

るべきこと」も教えなくてはなりません。いろん

なペースの子どもがいるようにいろんなペースの

大人がいます。そして、この両者がかみ合わない

まま何かを「教えること」は、子どもに「遊び」

から得ていたエネルギーを使い果たさせてしまう

こともあるようです。 

大人から「教えられること」で、早くから自分の

進みたい道を見つけてくれる子どももいます。け



 

れど、多くの子どもはじっくり時間をかけて、大

人に進むべき道を教えてほしいようです。 

そして、多くの大人は、まずは学校に行くことを

勧めます。どこの学校に入りたいかというお子さ

んたちのお話を聞いていると自分のためというよ

り「親の思い」に影響されていることがよくあり

ます。 

今度は、親御さんのお話しを聞いていると、ご自

分たちのお仕事や生活を振り返り、「こんな思いを

させたくない」とか、「もっと良い仕事に就いて欲

しい」とか、逆に「自分はこれで良かったからあ

の子にも同じように進んでほしい」という「思い」

が語られます。 

両者のお話しをうかがっていると、親御さんの中

に眠る「子どもの頃の夢」と、お子さんの中にあ

る「なりたい大人のイメージ」が私の中で交じり

合いながら膨らんでいきます。 

私はお子さんの「受験」を通して「親御さんの人

生」を見せていただいているのだと思います。ま

た、その子たち自身が「受験」を通して経験して

いることに、社会に出てからの「問題へと向き合

う力」を想像してしまいます。大人になって、「自

分が進んできた道に疑問を感じた」時、「やりがい

が見えなくなってしまった」時、「どうしても職場

へ向かう足が進まない」時、あの苦しかった時期

を越えてきたことが支えになることがあります。

反対にその時に乗り越えられなかった思いに足が

すくんでしまう人もいます。 

子どもたちは、私とのカウンセリングの中で、遊

びながら将来のことを空想したり、実在や架空の

仕事に就く夢を語ったりします。面白いことに、

みんな、ある時期が来たら自然と私のところに来

なくなり、後で親御さんからその後の進路をうか

がうこともあります。不思議なもので、いえ、当

然のことかもしれませんが、いつの間にかあの子

たちは自分で自分の道を見つけて進んで行ったの

です。 

休職から復帰に向かう人のカウンセリングの中で

は、子どもの頃のことや、親とのかかわりについ

てのお話しになることがよくあります。 私は前

回までに何度か『意欲』ということばを出しまし

た。社会の中で、疲れ、傷つき、無気力になって

しまった「大人のこころ」を回復させるのは、「遊

び」や「空想」や「憧れ」に彩られた「子どもの

こころ」を取り戻すことなのかもしれません。時

にはこころの世界をみつめ、わくわくしてみるこ

とから生まれる「意欲」もあります。 

休職から復帰されてからもカウンセリングを続け

られる方がいらっしゃいます。「休職した時には全

てが終わった気がした…でも、今の自分はあそこ

から始まった」と仰る方がおられます。そんな人

たちからは何かを『始める力』を感じます。 

これだけ速度と多様性が求められる世の中では、

大人にも常に変化が求められてしまいます。終わ

りのない変化には『始める力』が必要です。 

疲れて立ち止まった時には、あなたをわくわくさ

せてきたものを思い出していただきたいと思いま

す。そんな経験はないと仰る方や、すぐには思い

出せない人もいらっしゃると思います。そんな時

はじっくりお話しをしに来ませんか？ 

私には復帰をゴールにされている人よりも、復帰

をスタートとされる人の方が活き活きしてみえま

す。 
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